
薦
鮮
に
於
け
る
多
榔
式
高
塚
吉
墳
に
就
で

櫨
罪
一
一
十
八
鹸
ゆ
　
第
一
號

三
〇

南
鮮
に
於
け
ろ
多
梛
式
高
塚
古
墳
に
就
て有

光

教

一

【

　
南
鮮
各
地
に
多
数
分
布
し
て
み
る
長
方
形
榔
室
を
主
儂
と
せ
る
高
塚
古
墳
は
、
既
往
の
調
査
研
究
に
よ
り
、
三
画
時
代
薪
羅
及
び
加
羅

諸
國
の
墳
蕊
望
遠
る
事
が
明
ら
か
で
あ
る
．
、
此
は
樂
浪
界
時
代
の
棚
式
吉
墳
を
始
め
、
高
伺
麗
式
診
る
ひ
は
百
楽
章
と
呼
ば
れ
る
横
型
式

石
室
墳
、
さ
て
は
時
代
の
降
っ
た
一
統
時
代
新
羅
の
横
口
車
石
室
墳
と
は
、
主
遣
の
構
造
に
本
質
的
な
差
異
が
あ
る
。
即
ち
彼
は
外
來
の

一
室
国
葬
的
家
族
墓
で
あ
り
、
此
は
古
墨
の
一
審
＝
葬
を
原
剛
と
す
る
個
人
墓
で
あ
る
。
而
し
て
墳
墓
は
一
封
土
に
一
躍
…
室
が
逓
例
で
あ

る
の
に
南
鮮
地
方
の
悔
種
高
塚
古
墳
に
は
多
榔
的
傾
向
が
広
く
、
｝
墳
朧
下
に
ご
箇
以
上
の
藩
儒
瀞
包
藏
す
る
例
が
、
自
簸
の
地
方
乃
蓬

　
　
　
　
　
　
①

他
形
式
の
古
墳
墓
に
比
し
遙
に
多
く
、
」
明
ら
か
に
特
徴
の
一
に
数
へ
る
事
が
出
來
る
．
呼
本
小
篇
起
草
の
目
的
は
筆
者
が
朝
鮮
の
高
塚
古
墳

研
究
の
一
助
志
し
て
、
古
新
羅
及
び
加
羅
諸
國
の
古
墳
墓
を
調
査
中
に
、
糊
塗
逢
着
し
て
特
に
注
意
を
梯
は
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
是
等
多

榔
乃
至
多
葬
例
を
集
録
紹
介
す
る
に
あ
る
が
、
な
ほ
其
の
域
因
等
に
灯
す
る
藤
見
を
闘
陳
し
、
大
方
の
叱
正
を
仰
ぎ
潔
い
と
思
ふ
。

（30）

二



囁
長
方
形
榔
窒
再
議
王
朝
と
す
る
構
造
上
の
根
本
的
な
部
分
に
齢
て
、
三
國
時
代
薪
羅
の
高
塚
古
墳
と
加
羅
諸
國
①
そ
れ
と
は
全
↑
】
致
す
る

が
、
構
成
の
用
材
其
の
他
に
小
異
が
あ
る
。
本
論
に
入
る
に
先
立
っ
て
、
夫
凌
の
構
造
を
事
象
的
に
記
述
し
て
、
理
解
を
助
け
な
事
に
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
r
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
．

　
三
國
時
代
薪
羅
の
高
塚
古
墳
中
、
最
も
調
査
が
行
古
き
領
脚
蓑
的
な
も
の
と
し
て
異
論
の
な
い
の
は
、
墨
髭
の
古
都
慶
州
邑
の
南
門
外

上
地
に
分
布
す
る
大
古
墳
群
で
あ
ら
う
。
本
古
墳
群
は
路
東
、
路
西
、
皇
南
、
皇
吾
、
仁
旺
の
各
里
に
亙
り
、
現
認
墳
塊
百
五
十
基
以
上

を
数
へ
、
指
導
約
二
百
七
十
尺
、
高
さ
七
十
一
尺
の
鳳
鳳
蔓
ど
呼
ぶ
大
圓
墳
を
始
め
、
高
大
な
墳
丘
が
擁
立
し
て
並
び
、
稀
に
見
る
批
槻

の
墳
墓
群
で
あ
る
と
共
に
、
金
冠
塚
、
瑞
鳳
塚
、
金
鈴
塚
等
の
華
麗
無
比
な
る
出
土
品
を
以
て
著
聞
で
あ
る
。
其
の
主
罐
部
の
構
造
は
先

づ
地
主
面
を
深
く
掘
窪
め
た
竪
墳
脅
に
木
梛
を
組
み
、
之
を
包
む
に
入
塾
大
野
石
の
厚
い
堆
積
を
以
て
し
、
石
積
の
上
表
を
粘
土
で
目
張

り
し
、
其
の
上
に
高
く
盛
土
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
遺
骸
を
容
れ
た
榔
は
す
べ
て
長
方
形
の
輪
郭
を
呈
し
、
榔
内
の
一
牛
に
は
仰
臥
伸
展

の
遺
骸
の
位
置
を
、
装
身
具
の
遺
存
に
よ
っ
て
あ
と
づ
け
得
べ
く
、
頭
上
の
略
肉
方
形
の
馬
所
に
は
土
器
を
主
と
し
た
副
葬
品
が
充
満
し

て
み
る
。
こ
れ
が
最
も
普
通
に
見
る
構
造
の
概
要
で
あ
る
。

　
次
に
加
羅
諸
國
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
高
塚
古
聖
は
、
加
羅
諸
國
の
故
地
に
あ
乃
わ
け
で
あ
る
が
、
就
申
慶
省
北
道
星
州
（
伴
蹟
）
同
高

賜
い
大
繭
耶
）
同
大
邸
（
膿
）
慶
灘
南
道
の
成
安
（
安
羅
）
、
同
昌
寧
（
比
羅
馬
）
等
に
顯
著
な
古
墳
群
が
φ
り
、
學
術
藤
蔓
掘
調
査
遊
経
た
も
の

が
勘
く
な
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
中
緩
の
石
室
は
長
方
形
の
雫
面
を
呈
し
、
羨
道
玄
室
の
優
別
な
く
、
周
壁
は
黒
石
を
以
て
築
き
天
井
に
扁

雫
な
亘
石
を
列
架
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
に
明
ら
か
に
上
か
ら
葬
り
、
あ
と
で
天
井
に
葦
し
た
黒
黒
式
の
も
の
が
多
い
が
、
又
主
軸
、

　
　
　
．
南
鮮
に
於
け
る
多
榔
式
高
塚
古
墳
に
就
て
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
第
二
十
八
巻
　
第
一
號
　
　
　
饗
二

（3ユ）



　
　
　
　
｛
嗣
鮮
に
於
け
る
多
榔
式
寳
陶
塚
賓
墳
に
蕊
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
八
巻
　
策
一
號
　
　
　
導
二

、
に
向
ふ
…
方
の
壁
の
石
積
が
他
の
三
方
の
如
く
垂
直
で
な
く
、
凪
入
不
揃
で
こ
の
部
分
か
ら
横
臼
式
に
葬
っ
た
と
恩
は
れ
る
も
の
も
勘
↑

な
い
。
然
し
軍
に
構
造
形
式
の
系
列
か
ら
云
へ
ば
是
等
の
喪
方
形
鼓
室
は
石
器
時
代
末
期
の
磨
製
重
創
、
石
鍛
を
副
葬
し
た
彼
の
組
合
、
式

石
棺
や
、
支
石
墓
の
石
室
に
つ
な
が
り
を
持
つ
も
の
で
、
一
筋
一
葬
の
質
入
墓
た
る
こ
と
に
憂
り
が
な
い
。
こ
の
故
に
襲
に
是
等
長
方
形

榔
室
を
以
て
古
來
の
形
式
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。

三

第
一
に
群
書
二
榔
室
よ
り
成
る
例
を
記
す
。
帥
ち
｝
封
土
内
に
二
個
の
榔
窒
を
設
け
、
一
室
に
被
葬
者
を
牧
め
、
他
の
室
に
副
葬
晶
の

み
を
容
れ
た
も
の
で
、
霊
室
に
於
け
る
痛
物
の
排
列
は
前
述
一
般
の
場
合
に
異
る
所
な
く
、
舳
敷
室
と
難
も
一
筆
の
墳
墓
で
あ
る
。

　
前
歴
焔
硝
邑
南
吉
壌
群
を
は
じ
め
～
加
羅
彊
域
内
の
大
節
庸
二
面
洞
、
大
面
廃
外
達
西
面
、
同
解
顔
容
、
慶
海
星
州
郡
星
山
洞
の
古
墳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

命
中
に
類
例
を
見
る
。
例
へ
ば
星
州
郡
星
爵
工
大
墳
は
調
査
者
野
守
健
気
に
よ
れ
ば
径
四
十
三
尺
絵
高
十
八
尺
七
寸
の
圓
墳
で
長
方
形
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

重
織
が
略
た
挙
行
し
て
存
し
副
室
に
は
三
百
個
の
土
器
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
っ
て
み
た
。
達
西
面
第
五
十
蚕
繭
は
同
様
長
方
形
の
主
副
榔
よ

り
成
る
も
爾
榔
は
丁
字
形
の
位
置
に
あ
っ
た
。
叉
解
顔
面
古
墳
群
中
に
は
壷
草
な
石
室
の
申
央
に
割
石
積
の
界
壁
を
設
け
て
前
後
に
主
室

・
製
・
華
麗
が
二
つ
あ
や
慶
州
邑
南
古
難
雲
低
方
器
量
の
長
軸
の
高
に
別
に
迄
稀
婁
方
形
）
①
離

を
設
け
た
も
の
が
最
も
多
く
、
又
主
副
共
長
方
形
で
相
並
存
す
る
の
も
あ
る
。

　
第
二
に
一
二
瀧
二
葬
の
例
を
記
す
。
こ
れ
に
は
外
形
か
ら
云
へ
ば
普
通
に
あ
る
軍
峯
墳
と
、
卜
形
の
双
墨
墳
と
が
あ
り
、
内
部
の
榔
壼

（32）



の
数
を
言
へ
ば
二
男
室
乃
至
四
榔
窒
よ
り
威
る
。
藪
で
接
外
形
に
よ
り
先
づ
輩
峯
の
圓
墳
を
、
次
に
瓢
形
の
双
翼
填
を
記
そ
う
。
尤
も
中

に
は
獲
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
原
歌
が
瓢
形
で
あ
た
と
推
定
癩
來
る
例
が
あ
る
。

薔
面
第
三
宅
満
載
激
辛
鋤
擾
韻
学
嚢
方
形
叢
雲
単
二
個
宛
畜
擁
し
詑
酬
者
業
行
じ
て
蓬
後
者
が
羅

宇
形
に
位
置
す
る
の
差
こ
そ
あ
れ
、
何
れ
も
濁
癒
し
て
被
葬
者
が
あ
り
、
二
窒
二
葬
の
典
型
的
な
例
と
す
る
。
後
者
に
於
て
明
ら
か
な
如

く
、
同
時
に
二
葬
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
既
に
一
旦
封
土
完
了
後
Y
其
の
封
土
を
掘
っ
て
次
の
被
葬
者
を
塊
葬
し
た
も
の
で
、
聖
者
の
間

に
深
緻
な
圃
係
を
考
へ
る
の
は
雷
然
で
あ
る
℃
筆
者
が
先
年
高
議
池
山
洞
第
三
十
九
號
墳
を
調
査
し
た
際
、
中
央
に
大
形
の
石
室
あ
り
、

同
重
土
の
一
隅
に
小
形
の
石
室
あ
り
て
．
れ
宇
b
灘
警
馬
事
が
あ
2
し
完
存
し
、
前
者
に
お
義
養
鯉
が
埋
め
ら
空
凡
雲
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

葬
の
例
で
あ
る
事
を
確
め
た
が
、
類
例
は
既
往
の
調
査
の
結
果
那
羅
藤
域
内
の
各
古
墳
鮮
に
亙
っ
て
指
摘
繊
來
た
も
の
・
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

　
又
昭
和
六
年
朝
鮮
古
蹟
研
究
會
が
調
査
し
た
皇
南
星
第
八
十
二
號
墳
は
明
瞭
に
圓
墳
で
あ
っ
た
が
、
内
に
四
榔
臨
書
を
容
れ
て
み
た
。

邸
ち
主
旨
爾
榔
・
ぢ
域
る
二
組
の
墓
が
同
一
封
土
内
の
東
西
に
造
ら
れ
、
東
に
ほ
東
西
に
長
く
主
榔
と
副
榔
と
が
蓮
な
り
、
西
に
は
共
に

長
軸
を
南
北
に
む
け
て
別
の
主
榔
と
副
榔
と
が
並
ん
で
み
た
。
而
し
て
東
西
墓
の
間
に
は
約
六
＋
輝
の
高
低
の
差
が
あ
っ
て
、
断
墓
が
高

位
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
元
來
の
地
盤
を
階
段
歌
に
掘
っ
た
の
で
は
な
く
、
八
十
乃
至
九
十
糎
の
深
さ
に
地
盤
を
掘
窪
め
て
造
っ
た
東
酉
十

西
米
六
十
南
北
約
五
米
の
矩
形
の
竪
籏
内
に
螢
ま
れ
た
も
の
で
、
，
爾
者
の
聞
仕
切
に
意
粘
土
の
壁
が
あ
り
、
夫
女
の
主
熱
烈
の
堅
物
は
巾

約
九
＋
糎
の
籍
で
あ
っ
た
・
厘
羅
内
に
誉
れ
た
爾
墓
の
被
響
が
懇
な
開
係
に
あ
る
べ
藁
｝
隅
を
須
ひ
な
ゆ
・

　
次
に
瓢
形
墳
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
既
調
査
例
が
慶
州
墨
附
近
に
限
ら
れ
て
み
る
。
先
づ
慶
州
灘
南
古
墳
群
内
の
路
西
里
瑞
鳳
塚
は
墳
丘

　
　
　
繭
潮
鮮
に
於
け
る
多
旧
式
窩
門
塚
士
回
遊
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
篇
門
一
マ
十
八
巻
　
第
一
號
　
　
　
｛
二
銭



　
　
　
輪
鮮
に
於
け
る
多
旧
式
高
尊
卑
に
蕊
て
　
　
　
　
　
　
　
　
笙
手
八
釜
韮
．
號
　
三
匹

の
原
欺
は
不
鮮
明
で
あ
っ
た
が
、
霊
鑑
の
結
果
、
墳
丘
の
爾
端
㍉
南
北
に
位
し
て
二
つ
の
積
石
が
あ
の
、
瓢
形
墳
で
あ
っ
た
事
が
判
っ

た
。
即
ち
北
方
積
石
を
中
心
に
約
六
十
尺
の
牛
樫
の
圓
を
描
い
て
巾
穴
尺
内
外
に
石
積
の
刻
が
饒
り
、
そ
の
｝
部
を
破
溢
し
て
南
方
積
石

が
築
積
さ
れ
て
る
る
言
忌
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
前
者
が
先
に
築
か
れ
、
後
者
が
其
の
麓
に
接
し
て
あ
と
か
ら
つ
き
足
さ
れ
た
と
云
ふ
築
造

順
序
を
示
し
た
例
で
あ
る
。
南
墳
は
民
家
の
下
に
潜
っ
て
み
て
調
査
が
出
來
な
か
っ
た
が
、
北
壌
か
ら
彼
の
金
冠
以
下
の
華
美
な
副
葬
品

が
驚
も
・
其
の
難
に
よ
っ
て
蕪
塚
の
名
を
獲
奪
慧
知
の
如
く
で
あ
鯉

　
叉
朝
鮮
古
墳
研
究
倉
昭
和
十
一
年
度
古
蹟
調
査
報
告
所
載
慶
州
皇
吾
里
古
墳
は
地
盤
無
下
に
二
個
の
積
石
式
榔
室
が
、
略
汝
南
北
に
並

置
せ
ら
れ
、
東
西
を
主
軸
と
し
て
横
は
り
、
上
に
封
土
を
築
き
た
る
も
の
で
あ
る
つ
調
査
捲
當
者
齋
藤
忠
下
墨
士
は
封
土
の
断
面
に
よ
り

棄
の
募
瓢
形
で
あ
っ
奮
四
丁
碧
・
馳
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

　
又
朝
鮮
古
蹟
研
究
曾
が
昭
和
九
年
に
獲
掘
調
査
し
た
皇
吾
塁
第
十
四
號
墳
は
、
　
一
封
年
内
に
四
個
の
榔
あ
り
、
互
に
李
観
し
．
て
並
び
、

夫
々
主
榔
…
と
副
葬
晶
の
み
を
容
れ
た
副
櫛
と
に
分
た
る
。
帥
ち
二
葬
で
あ
っ
て
夫
肉
外
周
を
圓
く
護
石
が
め
ぐ
り
、
其
の
圓
周
が
中
央
で

互
に
深
く
組
合
ひ
、
外
郭
を
辿
れ
ば
面
形
と
な
る
。
軽
石
の
交
は
る
歌
況
か
ら
螢
造
時
間
の
前
後
が
判
り
、
焚
掘
主
査
齋
藤
忠
類
は
副
葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

晶
に
よ
り
前
に
男
性
が
葬
ら
れ
お
く
れ
て
女
性
が
葬
ら
れ
た
吾
嬬
塚
と
見
倣
し
て
み
る
。
何
れ
に
せ
よ
前
に
造
ら
れ
た
原
石
を
破
訂
し
て

ま
で
榔
を
近
づ
け
た
構
造
上
の
密
接
な
關
係
か
ら
爾
被
葬
者
が
互
に
親
縁
の
身
分
的
關
係
に
あ
る
事
疑
な
い
。
獲
腹
懸
の
封
土
は
、
は
つ

訂
し
姦
形
で
は
な
か
つ
券
、
委
鞍
蛋
で
あ
忌
ら
遥
冬
営
。
，

　
以
上
の
墨
南
古
墳
群
以
外
の
明
瞭
な
例
に
、
慶
州
の
東
七
五
西
明
活
山
中
腹
に
あ
る
一
瓢
形
土
墳
が
あ
る
．
．
こ
れ
は
・
歪
’
の
初
葉
、
關



野
貞
博
士
等
の
學
術
的
金
掘
を
経
九
も
の
で
夫
婦
塚
と
呼
び
、
内
℃
二
葬
あ
っ
た
。
一
は
総
革
を
約
四
尺
五
寸
掘
り
さ
け
て
縦
＋
八
尺
横

＋
二
尺
の
竪
壌
を
作
り
内
に
木
榔
を
安
置
し
、
諸
種
の
副
葬
鹸
を
藏
め
、
更
に
川
石
を
覆
ひ
粘
土
を
塗
り
其
の
上
を
土
で
封
じ
た
も
の
で

あ
り
、
他
は
割
石
を
以
て
築
い
た
横
挙
式
石
室
で
あ
っ
て
長
方
形
の
玄
窒
の
長
軸
の
方
向
に
面
し
て
羨
這
を
開
き
、
望
窒
に
は
棺
蔓
を
設

け
木
棺
を
安
じ
棺
の
内
外
に
副
葬
品
を
納
め
た
も
の
で
あ
る
。
副
葬
品
に
よ
っ
て
、
夫
妻
の
も
の
と
の
推
測
を
加
へ
夫
嬬
塚
と
呼
ん
で
ゐ

⑪る
。
前
者
は
前
節
習
及
し
た
邑
南
古
墳
群
の
構
造
と
全
く
穀
を
一
に
し
て
を
り
、
繊
土
品
も
亦
同
時
代
の
も
の
た
る
べ
き
を
誼
明
す
る
。

璽
三
重
華
に
型
録
上
の
例
を
暴
け
よ
一
．
、
明
治
四
＋
電
離
野
貞
博
毒
が
高
立
憲
東
南
山
腹
で
池
山
響
墳
群
を
調
量

れ
藤
に
・
一
封
土
内
に
騒
砦
榔
三
個
書
す
る
鉦
の
山
葵
二
又
書
藩
士
は
誰
職
山
郡
奮
洞
嘉
鷲
の
第
五
＋
穴
雛

に
三
個
の
長
方
形
石
蔵
の
あ
っ
た
庸
勘
轟
や
し
て
盗
契
茎
葉
療
一
羅
士
が
奪
還
誓
れ
藷
星
山
洞
第
二
號
圃

穣
少
く
も
三
個
の
長
方
形
石
質
畜
糾
し
で
る
掴
・
漂
の
與
重
石
壼
が
あ
軌
匡
・
封
零
墨
に
二
個
の
小
石
室
が
あ
っ

て
、
附
薦
第
一
石
窒
は
主
石
室
の
東
壁
外
部
の
積
石
の
上
に
築
成
せ
ら
れ
、
主
螢
と
同
時
に
構
蕨
さ
江
た
も
の
・
如
く
で
あ
る
。
三
室
は

長
軸
か
雫
行
し
並
ん
で
み
た
。

、
昭
和
九
年
朝
鮮
古
蹟
研
究
會
事
業
と
し
て
齋
藤
患
氏
が
調
査
さ
れ
た
慶
州
皇
吾
里
第
百
九
號
墳
は
圓
塚
で
、
内
に
四
個
の
榔
を
作
り
、

三
葬
で
あ
っ
た
。
其
の
第
三
榔
と
第
四
榔
は
主
副
σ
二
榔
で
一
画
分
で
あ
り
、
本
封
土
の
中
心
を
占
め
て
み
た
。
第
一
榔
と
第
二
榔
と
億

第
三
榔
の
上
位
に
あ
っ
て
、
こ
れ
よ
り
も
邊
れ
て
螢
造
さ
れ
塵
事
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
第
三
、
第
二
、
、
第
｝
各
榔
が
夫
女
凋
干
し
た
榔

で
齋
藤
氏
は
副
葬
贔
に
よ
り
、
第
三
榔
は
武
事
↓
第
｝
獅
は
少
年
、
第
二
榔
は
女
性
の
も
の
と
推
算
さ
れ
、
網
互
に
密
接
な
身
分
的
閥
係

　
　
　
蓄
鮮
に
於
け
る
多
撚
式
高
塚
古
墳
に
就
て
・
　
　
　
、
　
　
　
・
笹
不
八
巻
笙
號
　
髪



　
　
　
南
鮮
に
於
け
る
多
榊
榊
式
由
鋤
塚
古
墳
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舳
　
　
　
　
第
二
十
八
巻
　
第
一
號
　
　
　
三
六

　
　
　
　
　
⑯

を
認
・
め
て
み
る
。
前
掲
諸
墳
同
様
家
族
墓
的
意
圓
を
以
て
構
域
さ
れ
た
墳
聾
で
あ
る
喜
が
認
め
ら
れ
る
や

　
朝
鮮
古
蹟
研
究
會
が
昭
和
七
ヤ
バ
年
慶
に
亙
っ
て
調
査
し
た
皇
吾
里
第
十
六
號
蹟
は
一
封
町
内
に
八
葬
と
云
ふ
締
有
の
多
葬
墳
で
あ
っ

て
、
合
計
十
二
の
積
石
式
木
立
止
、
特
殊
な
瓦
被
覆
の
葬
跡
一
掴
が
見
出
さ
れ
た
。
本
古
墳
は
東
西
約
三
十
五
米
、
南
北
約
三
十
米
の
梢

角
張
つ
た
楕
圓
形
で
東
牟
と
西
牟
と
が
隆
算
し
て
み
た
。
．
其
の
西
孚
の
隆
起
の
下
に
あ
っ
た
榔
は
、
軍
濁
で
一
竪
籏
内
に
設
け
ら
れ
、
他

の
榔
に
ま
さ
る
整
っ
た
構
築
と
立
派
な
打
物
と
を
持
っ
て
る
た
。
而
し
て
本
質
被
覆
の
積
石
の
更
に
外
周
に
は
、
石
垣
歌
の
護
身
が
亡
く

緯
っ
て
ゐ
牝
が
、
東
と
北
と
に
於
て
他
の
諸
榔
室
に
附
隠
す
る
蔓
紫
の
軽
石
の
圓
腰
上
に
乗
り
あ
が
っ
て
を
り
、
本
丁
が
本
古
墳
最
後
の

埋
葬
で
あ
っ
た
事
が
判
断
出
來
た
。
次
に
本
榔
の
北
に
接
し
て
一
壷
あ
り
、
｝
竪
墳
内
に
主
副
爾
郵
を
設
け
、
東
西
に
長
い
主
榔
の
北
懇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
一

申
央
に
、
方
形
の
副
榔
を
つ
ぎ
た
し
て
凸
形
の
輪
郭
を
形
作
る
特
殊
の
構
造
で
あ
っ
た
。
以
上
の
二
葬
が
本
身
の
西
牟
を
占
め
て
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

次
に
東
牟
で
は
、
北
の
「
竪
墳
内
に
略
・
ぺ
東
酉
に
長
軸
を
置
い
て
畢
行
に
並
ぶ
主
副
二
榔
の
｝
葬
あ
O
、
中
央
の
「
竪
郭
内
に
は
東
西
の
、

方
向
に
．
王
副
尊
覧
を
連
ね
た
「
葬
を
見
、
南
に
は
｝
蓮
の
竪
墳
内
に
五
個
の
榔
塗
が
略
東
西
の
方
向
渠
蓮
高
し
て
三
重
に
埋
土
れ
て
る

た
、
而
し
て
こ
の
北
、
中
、
南
の
三
群
は
元
來
一
環
宛
護
石
を
外
周
に
緯
ら
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
煮
接
み
て
墓
を
造
り
足
す
に
當
り
、

前
の
護
石
を
取
除
い
て
み
る
爲
、
登
き
形
を
と
ゾ
め
す
、
た
ゴ
西
側
に
の
み
誘
起
蓮
華
の
原
子
を
存
し
て
み
た
．
．
叉
以
上
の
護
石
の
諸
圓

に
外
接
す
る
が
妬
く
、
即
ち
本
墳
聴
の
外
周
を
劃
し
て
、
総
括
的
な
懸
章
を
続
ら
き
ん
と
し
た
形
跡
あ
る
も
、
古
き
一
室
の
手
前
に
到
っ

て
中
止
し
て
を
り
、
叉
北
邊
は
す
べ
て
後
世
の
侵
耕
に
よ
り
鋏
炎
し
て
み
る
。
た
ゴ
南
蓬
と
東
邊
に
重
て
其
の
｝
部
を
見
る
事
が
出
來
、

そ
れ
に
よ
り
本
籍
の
境
輪
郭
を
元
來
も
楕
圓
形
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
。
而
し
て
獲
掘
前
の
原
歌
が
東
酉
に
高
い
瓢
形
双
峰
壌
の
趣
を
存



し
て
み
た
事
か
ら
、
本
古
墳
心
中
に
存
す
る
若
干
の
瓢
形
墳
の
う
ち
に
も
、
本
墳
の
如
き
複
難
な
内
容
の
も
の
が
無
い
と
は
云
へ
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
添

思
ふ
の
で
あ
る
。
元
來
二
圓
合
羅
で
二
面
的
性
質
の
瓢
形
、
三
論
に
斯
の
如
き
多
軸
の
例
の
あ
る
と
云
ふ
事
實
は
特
記
に
冠
し
よ
う
。

叉
昭
和
傘
に
軽
信
研
蕃
が
調
査
し
孕
婦
影
響
釜
茜
雛
晦
一
蓋
薩
馨
申
請
R
低
い
重
落
寄
っ
て

東
西
約
九
十
米
、
南
北
約
六
十
米
の
小
高
じ
」
煙
雲
を
形
作
り
、
外
周
は
周
壁
の
裂
地
よ
り
数
米
高
く
な
っ
て
み
た
。
申
央
部
を
獲
干

し
て
、
主
峯
を
中
心
に
東
、
西
、
南
、
北
に
各
三
箇
宛
の
墓
が
あ
り
、
鼠
講
の
護
衛
の
圓
を
編
接
し
、
相
交
え
て
主
墳
の
無
量
の
周
園
を

取
毬
い
て
る
る
話
説
を
明
ら
か
に
し
た
。
是
等
が
蒙
族
面
的
意
圖
を
以
て
集
め
ら
れ
た
事
は
充
分
察
せ
ら
れ
毫
地
歌
の
一
面
学
内
に
多
数

の
葬
窒
を
包
藏
す
る
鮎
か
ら
云
っ
て
、
．
亦
多
旧
式
高
塚
の
一
種
に
外
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。

　
次
に
加
羅
の
藤
域
外
で
は
あ
る
が
、
同
じ
南
鮮
地
方
の
西
隅
、
全
羅
懸
道
羅
州
郡
播
南
面
附
近
に
限
り
分
布
せ
る
特
殊
な
陶
質
量
棺
主

演
の
高
塚
古
墳
土
中
に
多
葬
の
例
が
あ
る
。
主
羅
た
る
盤
棺
は
無
論
個
人
墓
的
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
封
土
内
に
多
数
包
藏
さ

れ
て
る
る
の
で
あ
る
か
ら
、
上
面
の
多
葬
例
と
同
じ
意
味
を
持
つ
わ
け
で
あ
る
。
而
も
其
の
時
代
は
副
葬
品
に
よ
り
略
六
同
じ
頃
に
比
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

さ
れ
て
み
る
の
で
附
載
す
る
こ
と
に
す
る
。
大
正
六
年
と
昭
和
十
三
年
に
総
督
府
古
蹟
調
査
員
が
機
掘
し
た
。
蚕
繭
著
な
多
面
例
を
抄
録

す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
．
、
薪
村
里
第
九
號
墳
は
底
五
百
＋
尺
、
高
＋
七
尺
八
寸
の
方
藍
形
壌
聾
で
、
十
「
一
個
の
石
棺
が
墳
堂
下
八
尺
迄

の
間
に
二
段
に
な
っ
て
埋
め
ら
れ
、
約
三
＋
五
尺
四
方
の
優
劃
に
亙
っ
て
み
た
。
新
村
里
第
六
號
墳
は
六
個
、
大
安
里
第
八
早
行
は
九
個

同
第
九
遮
蔽
は
四
個
、
又
徳
山
里
第
三
號
墳
は
三
個
で
あ
っ
喰
。
墳
門
下
淺
き
所
に
三
飯
を
埋
め
旗
猷
態
や
、
出
土
口
㎜
中
縛
敏
な
盛
物
に

上
代
呆
盟
彩
の
衡
量
も
の
あ
り
て
容
講
一
昏
そ
の
楽
書
婁
恐
ξ
饗
の
も
の
な
”
⇔
べ
⑯
」
会
無
て
る
る
が
・

　
　
　
南
…
鮮
に
於
け
る
多
榔
式
高
塚
賓
壌
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
八
　
巷
筑
ぴ
一
轍
　
　
　
三
、
七

（37）
箏



　
　
　
南
鮮
に
於
け
る
多
榔
式
論
尚
塚
宵
墳
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
ゴ
十
八
爪
取
　
第
一
號
　
　
　
三
八
・

三
國
時
代
南
鮮
に
共
逓
の
膏
土
品
も
轟
く
な
い
の
で
、
甕
棺
自
罷
に
甚
だ
し
き
特
異
性
あ
り
と
難
も
、
亦
以
て
當
蒋
首
魁
及
び
加
羅
諸
國

に
流
行
し
て
み
た
一
壌
三
二
式
葬
法
と
の
間
に
關
聯
あ
り
と
考
へ
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
何
れ
に
せ
よ
、
三
國
時
代
の
南
鮮
地
方
黛
は
、

個
入
墓
的
構
造
を
主
龍
と
し
た
｝
壌
多
榔
乃
至
多
葬
式
の
黒
塗
が
、
廣
べ
普
及
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

四

　
以
上
の
う
ち
最
初
に
學
け
た
主
副
二
榔
】
葬
の
も
の
は
、
主
榔
内
の
副
葬
品
の
み
に
て
も
、
普
通
の
止
血
と
同
程
度
の
分
量
あ
る
に
加

へ
、
副
葬
品
充
浦
の
副
榔
を
設
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、
厚
葬
の
一
様
相
と
云
ふ
、
こ
と
が
出
金
る
。
但
し
其
の
副
葬
品
の
う
ち
数
量
の
誘
い

の
篁
器
で
あ
っ
天
副
榔
に
三
審
入
れ
暫
あ
完
然
し
副
藷
の
多
寡
棄
の
上
級
下
級
髭
古
す
・
ど
蔭
・
な
間

い
。
細
謹
邑
南
古
墳
群
に
就
て
見
る
に
、
豪
華
を
以
て
著
聞
な
金
冠
塚
、
瑞
鳳
塚
、
金
鈴
塚
等
に
は
副
子
の
設
け
な
く
、
貴
金
屍
製
服
飾

品
、
珠
玉
に
乏
し
い
貧
期
な
墳
墓
が
却
っ
て
屡
々
副
管
を
俘
っ
て
み
る
。
謂
は
ゴ
質
よ
り
も
愛
に
よ
っ
た
厚
総
の
あ
ら
は
れ
で
あ
る
。
そ

し
て
副
榔
を
俘
ふ
も
の
が
、
必
ず
囁
一
封
土
蔵
に
多
葬
の
形
を
と
る
。
こ
れ
は
無
爵
邑
南
古
墳
群
に
還
す
る
限
り
の
所
見
で
は
あ
る
炉
、
数

量
に
よ
る
厚
葬
と
多
葬
と
が
、
同
時
的
に
行
は
れ
た
事
を
示
し
て
み
る
。

　
多
葬
七
節
最
も
普
通
に
見
ら
れ
る
の
は
二
葬
で
あ
る
。
長
方
形
榔
室
が
一
安
＝
葬
の
個
人
墓
で
あ
り
、
　
｝
墳
一
室
が
原
則
で
あ
る
の
で

二
葬
の
場
合
、
二
圓
振
合
艦
の
讐
細
形
墳
の
形
を
と
る
の
は
、
自
然
で
あ
る
。
豊
州
附
近
に
特
に
瓢
形
墳
が
多
い
が
、
そ
の
農
達
は
個
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

墓
的
な
長
方
形
榔
窒
を
螢
み
乍
ら
家
族
墓
的
な
意
園
を
浦
た
そ
う
と
し
た
所
に
あ
る
と
恩
ふ
ご
而
し
て
こ
れ
は
輩
に
瓢
形
墳
の
威
因
を
論



明
す
る
だ
け
で
は
な
べ
、
圓
塚
に
葬
の
場
合
を
始
め
垂
高
塚
嘉
戚
の
域
芒
就
て
高
じ
見
解
が
可
能
㎡
じ
あ
る
．

　
即
ち
主
艦
の
榔
窒
が
個
入
墓
で
あ
っ
た
爲
に
、
φ
三
國
時
代
南
鮮
の
高
塚
古
壌
に
ば
多
榔
多
葬
式
の
盛
暑
が
獲
達
し
た
。
一
室
輩
葬
を
隈

度
と
す
る
挾
い
宗
室
を
以
て
、
家
族
墓
的
な
撰
葬
槻
念
を
具
龍
化
す
る
に
は
、
必
然
的
に
一
封
館
内
に
調
室
を
集
め
て
設
け
る
事
に
な
ら

多
選
蕎
な
嚢
は
・
導
岳
い
文
化
階
程
に
総
て
・
隷
上
の
諸
所
に
行
は
葦
垣
が
あ
り
㌔
入
叢
誌
の
裡
葬
観
念
の
｝

面
の
あ
ら
は
れ
と
も
云
へ
よ
う
。
同
じ
南
鮮
地
方
で
は
金
石
併
用
時
代
の
支
石
墓
に
多
欝
欝
構
成
の
好
例
が
あ
る
。
数
年
前
京
城
帝
國
大

脳
の
藤
田
亮
策
教
授
が
大
郵
府
内
の
支
石
墓
群
を
尊
容
調
査
さ
れ
、
一
個
の
互
大
な
塊
石
を
筆
石
と
し
、
之
を
中
心
に
し
て
、
繋
累
の
竪

蹟
葦
方
形
藝
”
蒸
套
・
つ
て
ゐ
涙
肇
明
ら
か
に
さ
知
、
支
棄
の
下
部
婁
・
三
羅
代
新
羅
及
び
伽
羅
諸
等
の
檬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
内
部
構
造
と
が
類
似
の
趣
を
有
す
る
事
は
、
師
に
梅
原
博
士
等
が
指
摘
さ
れ
た
論
り
で
あ
る
。
而
し
て
爾
者
の
聞
に
は
前
後
の
蓬
絡
を

考
へ
得
る
が
、
其
の
系
統
観
が
安
當
な
ら
ば
多
榔
式
構
成
も
亦
傳
承
さ
れ
た
と
解
し
て
差
支
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
要
す
・
9
に
三
國
時
代
新

羅
及
び
加
羅
諸
勢
の
高
塚
の
特
徴
は
、
外
観
は
高
く
封
土
を
盛
り
上
げ
る
手
盛
の
墓
制
を
揖
即
し
乍
ら
、
内
容
の
主
鰐
の
構
造
に
蕾
來
の

　
剛
蜜
軍
威
の
長
方
形
四
諦
を
墨
守
し
た
黙
に
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
多
都
式
構
威
む
こ
・
に
由
策
し
て
み
る
。
此
の
特
徴
は
一
般
墓
制
砂

澹
革
と
當
時
の
牟
島
の
形
勢
を
省
察
す
る
時
、
、
一
居
明
確
に
な
る
乏
思
ふ
。
即
ち
軍
】
の
個
人
墓
に
高
大
な
墳
璽
を
築
く
の
は
甚
し
き
厚

葬
で
あ
り
、
常
に
い
っ
か
は
革
め
ら
れ
て
み
る
。
長
方
形
個
人
墓
が
ら
、
横
口
寄
石
室
σ
家
族
墓
に
移
る
の
は
高
塚
古
墳
嚢
達
の
定
翔
的

な
順
序
で
あ
る
。
而
も
鼎
立
尊
書
係
に
あ
っ
た
高
句
麗
、
百
濟
で
は
最
初
か
ら
「
擦
骨
葬
的
な
横
口
式
石
室
を
以
て
其
の
墳
墓
の
主
腿
と

し
て
み
た
。
二
時
の
南
鮮
地
方
が
こ
の
風
潮
か
ら
全
く
孤
立
し
得
な
い
の
は
欝
然
で
、
明
ら
か
に
三
國
時
代
と
認
む
べ
き
横
口
式
石
室
墳

　
　
　
　
衛
鮮
に
於
け
る
多
榔
式
高
塚
宵
壕
に
麓
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
第
二
＋
切
盛
第
一
饒
　
　
駕
九

（39う

、



　
　
　
南
鮮
に
於
け
る
多
榔
式
高
塚
古
墳
に
蕊
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
八
魯
　
第
一
號
　
　
　
曖
○

が
塞
乍
ら
亘
れ
て
ゐ
砲
・
隷
な
纂
下
に
あ
っ
て
へ
依
然
と
し
て
塁
箪
護
憲
の
長
方
形
榔
窒
重
り
つ
δ
・
こ
れ
髭

い
封
土
を
盛
り
あ
げ
て
み
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
根
張
い
傳
統
ぶ
り
と
、
保
守
的
な
碧
俗
と
を
察
す
る
嘉
が
掲
來
よ
う
。

　
以
上
に
よ
っ
て
三
國
時
代
新
羅
及
び
禰
羅
豆
苗
に
多
榔
式
高
塚
が
劇
合
に
多
い
理
由
が
諒
解
さ
れ
た
と
思
ふ
。
そ
の
獲
生
は
必
し
も
外

．
來
の
一
続
喪
葬
の
横
棚
式
石
窒
墳
の
影
響
に
よ
る
の
で
は
な
い
が
、
其
の
盛
行
が
こ
れ
と
無
閥
係
で
あ
っ
た
と
は
言
ひ
得
な
い
。
や
が
て

一
統
時
代
に
な
る
と
、
新
羅
の
墓
制
は
全
く
横
口
無
石
窒
を
必
至
と
し
た
一
叢
多
量
の
家
族
墓
が
造
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

三
國
時
代
末
期
に
は
外
來
の
影
響
が
．
特
に
強
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
さ
れ
ば
、
忘
種
高
塚
中
何
れ
が
古
く
何
れ
が
新
し
と
指
示
す
る
事

は
、
現
在
の
知
見
で
は
至
難
と
云
ふ
外
な
い
の
で
あ
る
が
、
其
の
螢
造
が
、
時
代
の
降
る
と
共
に
盛
ん
に
な
っ
た
と
考
へ
る
嘉
は
差
支
な

い
・
重
爆
し
旧
し
糞
壕
畢
馨
に
難
笈
し
て
ゐ
手
癖
最
南
毒
薬
に
就
義
亦
別
の
｛
畢
算
盤
在
し
晒
し
ゐ
を
働

考
ふ
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
古
墳
群
の
分
布
薩
域
が
新
羅
の
王
都
の
中
心
に
近
く
、
其
の
都
市
計
画
た
る
條
里
制
施
行
に
支
障
と
な

り
、
｝
潮
境
毎
に
大
封
土
を
盛
り
上
げ
ら
れ
て
は
、
同
王
都
の
獲
麟
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
自
然
墓
地
に
制
限
が
加
は
り
、
四

周
の
山
体
部
に
墳
墓
を
築
ぐ
様
導
な
っ
た
と
思
は
れ
る
。
「
大
宗
武
烈
大
王
之
碑
」
の
立
つ
武
烈
王
陵
が
西
岳
は
仙
桃
山
麓
に
位
置
し
て
み

る
の
も
、
こ
の
間
の
事
情
を
付
度
せ
し
む
る
に
充
分
で
あ
り
、
墳
墓
螢
造
地
攣
遷
の
年
代
観
に
一
の
魔
所
を
與
へ
て
る
る
。
帥
ち
慶
州
邑

南
古
墳
群
の
地
域
は
、
墓
地
と
し
て
飽
和
歎
態
に
辛
し
、
新
た
に
墳
墾
を
興
す
こ
乏
が
掛
継
難
く
な
っ
た
時
期
が
到
薄
し
た
で
あ
ら
う
。

そ
う
な
れ
ば
血
族
的
繋
り
の
濃
厚
な
者
同
士
が
、
一
封
土
下
に
相
寄
っ
て
葬
ら
れ
、
叉
墳
瀧
を
重
複
さ
せ
て
一
編
劃
内
に
集
る
の
は
當
然

で
あ
る
。
軍
に
蒙
族
墓
的
観
念
と
の
重
壁
だ
け
で
な
く
、
斯
檬
な
事
情
の
伏
在
も
考
慮
に
入
れ
て
、
始
め
て
、
最
後
に
暴
け
た
様
な
極
端



に
多
葬
の
填
墓
の
放
因
が
充
分
理
解
出
來
る
と
思
ふ
。

註

④＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
上
代
日
本
の
高
塚
古
墳
中
、
二
個
以
上
の
長
方
形
榔
室
を
有
す
る
例
と
し
て
、
上
落
君
津
郡
飯
野
村
内
裏
塚
、
山
城
乙
訓
郡
寺
戸
大
塚
、
漁
泉
大
仙
陵
、

ヒ讃

�
o
ｼ
岩
清
尾
山
猫
塚
鯵
が
知
ら
れ
て
み
る
が
、
歎
は
少
く
地
域
的
に
は
分
散
し
て
み
る
Q
又
上
代
日
本
或
ひ
は
高
句
麗
等
に
横
口
腹
石
室
二
箇
乃

至
数
個
を
一
封
土
内
に
設
け
た
る
例
あ
る
も
、
特
徴
あ
る
代
表
的
下
愚
と
云
ふ
に
は
足
り
な
い
。
　
　
　
　
　
陪

野
守
健
氏
　
朝
鮮
総
督
廠
、
大
正
十
二
年
度
古
蹟
調
査
報
告
第
一
，
班
。

同
　
右

齋
藤
忠
氏
　
朝
鮮
吉
蹟
研
究
倉
、
昭
和
十
三
年
度
古
蹟
調
査
報
脅
。

野
守
健
氏
　
朝
鮮
総
督
府
、
大
正
十
二
年
度
古
蹟
調
査
報
告
第
一
簸
。

今
西
聾
灘
馨
奨
正
六
菱
嘉
査
鷺
．
　
　
　
　
　
　
　
　
働

拙
　
　
稿
　
朝
鮮
総
督
膨
、
昭
和
六
年
慶
古
蹟
調
査
報
脅
第
一
鴛
。

小
泉
厨
夫
氏
　
「
揚
州
瑞
鳳
塚
の
獲
掘
」
史
前
學
翠
黛
三
十
八
巻
一
號
、
禽
南
墳
は
其
の
後
藤
壷
さ
れ
た
由
、
近
く
報
養
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

齋
藤
忠
氏
　
朝
鮮
・
胃
蹟
研
究
倉
昭
和
十
一
年
度
古
蹟
調
査
報
告
。

同
　
氏
朝
鮮
「
纏
督
府
、
昭
和
九
年
慶
古
蹟
調
査
報
膏
第
一
斑
。

同
　
　
氏
　
朝
鮮
古
蹟
圏
三
三
及
岡
解
設
。

ユ
　
　
　
　
け
り

置
　
　
鳶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

A
ユ
圏
伸
肥
氏
　
　
朝
鮮
総
督
H
府
、
　
大
正
六
年
魔
幽
隣
蹟
調
査
報
パ
告
。

蕾
耕
作
氏
・
梅
楽
鷺
秘
慧
欝
・
歪
秦
度
嘉
調
査
費
出
。
露
量
．
　
　
　
　
　
　
　
　
、

南
鮮
に
於
け
る
多
野
式
高
塚
士
H
墳
に
就
・
て
㌦

第
二
十
八
巻
　
第
一
號

㎎
一



＠＠＠＠＠・⑳

　
南
鮮
に
於
け
る
多
壁
式
高
塚
古
紫
ハ
．
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
八
巻
　
第
一
號
　
　
　
四
二

齋
藤
忠
氏
　
朝
鮮
総
督
麿
、
昭
謝
酬
九
年
度
古
蹟
調
査
報
皆
第
一
揚
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
店

拙
仙
称
　
朝
鮮
繍
　
督
府
へ
昭
和
八
年
度
士
回
蹟
調
査
略
報
告
。
　
’

拙
稿
　
朝
鮮
古
蹟
研
究
會
、
昭
和
十
三
年
度
古
蹟
調
査
報
告
。

谷
井
済
一
氏
朝
鮮
総
督
府
、
大
正
六
年
度
古
蹟
調
査
報
告
。

藤
田
亮
策
氏
　
朝
鮮
吉
蹟
研
究
倉
、
昭
和
十
三
年
度
吉
蹟
稠
査
報
膏
。

｛
梅
原
末
黒
氏
は
期
W
腰
細
…
督
ハ
府
大
正
十
三
年
度
幽
自
蹟
調
査
報
告
坤
策
一
腰
、
慶
州
金
鈴
塚
飾
順
潮
塚
早
掘
調
査
報
出
R
の
結
論
に
由
謎
…
州
邑
南
川
百
墳
鮮
の
中
核
の
曲
棋

石
と
南
鮮
の
支
石
墓
の
下
部
椿
造
と
の
問
に
先
後
の
系
統
あ
り
と
の
示
唆
に
勇
む
高
説
を
逮
べ
て
を
ら
れ
る
。
私
は
慶
州
の
高
塚
の
積
石
式
木
榔
と
加

羅
諸
國
の
高
塚
の
厚
い
石
積
壁
の
石
榔
と
は
本
質
的
に
は
同
じ
構
造
と
考
へ
る
。

隔
梁
山
・
天
雄
塚
（
朝
鮮
総
賛
府
、
賓
蹟
調
査
特
別
報
告
第
五
冊
）
等
が
そ
の
代
蓑
約
な
例
で
あ
る
。

妻（42）


